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利用・用途・応用分野

電気分野、発光ダイオード（ＬＥＤ）、ＬＥＤ素子、半導体レーザ（ＬＤ）

目的・課題 解決ポイント

表面に凹凸面がある基板上に
半導体を成長させる際に、
半導体基板表面に転位が多数
発生するという問題点がある。
表面の転位密度が低い半導体
部材を得ることが課題。
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本発明により半導体基板で
転位密度を低減した表面が
得られる。

すなわち、凸部からの結晶の
成長と凹部からの結晶の成長
とが交差することによる転移密
度の増加は凹部を十分に深く
することによって防止すること
ができる。
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発明の名称：半導体部材の製造方法

第１工程として、表面に凹凸を
有する基板の凸部上に、
例えば
ＩＩＩ族窒化物半導体を成長させ、
次に第２工程としてその半導体を
横方向成長させる。

本発明での製造方法の模式図
(a)第１工程 (b)第２工程

１０ 基板 １０ｐ 凸部 １０ｒ 凹部
１１ 第１半導体層 １２ 半導体層
１３ 第２半導体層 １４ 半導体層
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